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要　　　約

　今回が八町古墳での初めての発掘調査である。調査の結果、掘立柱建物１棟と複数の小穴・
土坑を検出し、それらに伴って土師器・須恵器・灰釉陶器等の土器が出土した。
　検出遺構や出土遺物から、８世紀代と９～10世紀の２段階に区分できる。
　第１段階は、若干量の遺構・遺物から窺い知れるのみであるが、近隣の遺跡の調査成果から
当遺跡での活動が想定できる。
　第２段階は、正方位の掘立柱建物が構築される時期である。柱穴の出土遺物の年代観から９
～10世紀頃と考えられ、当該期には犬上郡主条里（N33°E）や犬上川左岸扇状地上の方格地割
（N27～29°E）が施行される前であることが窺える。
　これらの資料は、犬上川左岸扇状地における地割施行過程を知る上で貴重な成果である。


